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近年巡礼者の増加と保全・保護機運の高まりをみせる四国遍路の保全・保護方針や，当該地域のまちづ

くりに対する基礎的分析として，「歩き遍路」体験者の遍路体験記に基づいたテキストマイング分析を用

いて地域の景域特性の分析を行なった．具体的には景観特性を表す単語を示す単語をカテゴリー化し，市

町村別での出現傾向などより，この巡礼空間の景観的特性の分析を試みた． 
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１１１１. . . . はじめに 

 

景域を分析する方法は様々である．街並みそのものの

見え方に着目した方法として，福井・篠原 1)の景観を構

成する粒に着目したグレイン論に基づく方法や，門内 2)

による街並みの階層的文法に着目した形態素解析のよう

な方法がある．福井らの方法は空間要素をいくつかのセ

グメントに分解した上で，心理学的アンケートによる街

並みの評価を試みているのに対して，門内は空間構成の

階層性の深さとその揺らぎを評価するインデックスの開

発に集中している．羽藤・長和は画像解析に用いられる

ＳＡＭを用いてその風景の変化量と揺らぎを定量かする

ことを試みている 3)．また平野らの一連の研究による街

並みの定量評価では見られる側の表象としての風景の認

知構造に注意が払われている 4)．こうした研究は，目の

前に広がっている客体としての視覚的な風景に対して，

いかに心理的な要因，文法的な概念を加味してその構造

を識別していくかに主眼が置かれているといえよう． 

一方，本研究では，風景を構成する要因のうち，主体

そのものに直接的に焦点をあてることを考える．主体に

焦点をあてるとき，景域評価のための一般的な方法は

「仮想的な」アンケートによる評価があげられよう．た

だしこうした方法では，紙やディスプレイに表示してい

る映像と主体となる人の間の風景が欠落していることか

ら，風景を評価しようとしているにも関わらず，その場

所の雰囲気やその場所での体験と一体となった景域の評

価にある種のバイアスが存在することになる． 

そこで本研究では，主体となる人が実際に客体となる

風景とともに，その場所に居るという状態に着目する．

こうした状態下で，景域がどのように評価可能なのかを

考え，実際に主体がその場所でどう行動し，何を感じた

のかを，主体の文章表現の統計的特徴から明らかにする

ことを試みる．具体的には四国遍路における遍路日記を

とりあげ，文章表現にみられる四国遍路の景域構造分析

を実施する． 

巡礼者に対する施しである「お接待」など，独自の文

化を生み出し，擬死再生，救いの旅路として知られる四

国遍路は，その文化的な特徴のみならず，景観的な特徴

も顕著である．周遊型巡礼である遍路では，太平洋側気

候，瀬戸内海式気候という二つの気候の中で，太平洋，

瀬戸内海などの海と向き合うそれぞれに特徴的な海岸線

地形，市街地，田園地帯，急峻な山間部における旧道，

新道が交じり合い，魅力ある景観を有する遍路道が構成

されている． 

現在，遍路をする人の目的や手段は多様化し，取り巻

く状況も急激な変化が起こっている．遍路の世界遺産登

録に向けての動きもその 1つとして挙げられる．遍路の

ポータルサイト「掬水へんろ館」によると，1998年 1月

に「四国遍路文化をユネスコの世界文化遺産に登録する

運動を始める」という決議を市民団体「えひめ地域づく

り研究会議」が行ったことに端を発し，2006 年(平成 18

年)11月 30日には，四国４県が共同で「四国八十八箇所

霊場と遍路道」を世界文化遺産候補として文化庁へ提案

している．現時点では，世界遺産暫定リスト入りについ

ても継続審議中である． 

歴史・宗教的文化遺産である遍路を世界文化遺産登録

やそれに準じるような文化的保全を行う上では，札所や

名所はもとより遍路道の四国全土の包括的な保全・保護



 

 

方針を整える必要があるだろう． 

保全・保護方針の例として近年，世界文化遺産登録さ

れた石見銀山（2007 年登録）の事例は注目できる．石

見銀山については日本の世界文化遺産登録史上初めての

産業遺跡の登録ということで注目を集めている．登録の

ひとつの要因となったのが「石見銀山行動計画」2）の

「守る」「究める」「伝える」「招く」「活かす」とい

った明確なコンセプトと詳細な保全・保護方針であろう． 

 遍路についてもこのような保全・保護方針をまとめる

必要性は十分にあり，その上で重要となるのは，遍路の

特性把握である．全体の特性として，長距離歩行巡礼の

形をとどめる「歩き遍路」の存在や今なお盛んなお接待

の文化といった特性があげられる．しかし，綿密な文化

保護，整理を行うにあたってはミクロな視点で遍路道を

もつ地域や遍路道自体の特性把握することが重要となる． 

これまで，四国遍路の歴史や文化について社会・民族

学，史学，宗教学といった分野から数多くの知見が蓄積

されてきた．しかし，遍路道そのものの空間的な特徴や

景観評価，今日的な遍路巡礼地としての地域性などが定

量的に分析された事例は少ない．「文化的景観」が世界

遺産において重要な位置づけがされている点をみても，

お遍路さんの文章表現を用いた景観的な視点や地域特性

の把握は遍路道の保全・保護を考える上で，重要な視点

となるであろう．またテキストマイニングに基づいた地

域性の発見は遍路沿い当該地区の特徴を生かした地域づ

くりに関しても貴重な知見となるはずである．本研究で

はこのような問題意識のもと，遍路道の景観，遍路巡礼

地としての地域性を定量的に分析することを試みる． 

 

２２２２. . . . 研究方法 

 

本研究では，実際に「お遍路さん」として遍路空間を

体験した人々の中で徒歩による遍路を行った『歩き遍

路』に焦点をある．彼らの遍路道中に体験したこと，感

じたこと，思ったことを記した「遍路体験記（書籍，

web）」をデータ化，テキストマイニング手法を用いて

分析することで遍路空間の特徴をみる． 

テキストマイニングとは，定型化されていない文章の

集まり，いわゆるテキストデータを自然言語解析の手法

を使って単語やフレーズに分割し，それらの出現頻度や

相関関係を分析して有用な情報を抽出する手法やそのシ

ステムのことである． 

近年の情報処理技術発展に伴い，電子メール，ブログ，

Web ページ上のコメントといったテキストデータが大量

に蓄積されている．これに対して主にマーケティング分

野において個人の嗜好や顧客からの苦情処理といった側

面から分析がなされている． 

 
タイトル 著者名 出版年 出版社

2泊3日からはじめる四国遍路の旅 菅野匡夫 2007年6月 平凡社 
四国霊場徒歩遍路 小野庄一 2002年4月 中央公論新社 
四国遍路〈２〉修行―土佐・高知編 2002年3月
四国遍路〈３〉菩提―伊予・愛媛編 2002年7月
四国遍路を歩く―もう一人の自分に出会う心の旅 左藤孝子 2007年3月 日本文芸社
詩国へんろ記―八十八か所ひとり歩き七十三日の全記録 細谷晶子 1999年10月 新評論 
僕が遍路になった理由（わけ）―野宿で行く四国霊場巡りの旅 早坂隆 2000年12月 連合出版
四国お遍路旅物語 　とともにひたすらに 金子正彦 2004年7月 文芸社
歩く四国遍路千二百キロ―ある定年退職者の３１日の旅 西川阿羅漢 1999年11月 現代書館

横山良一 角川書店 

 
 

タイトル URL
四国遍路 http://www5.ocn.ne.jp/~arukinst/shikokuhenro.web.htm
野宿放浪日記 http://www7a.biglobe.ne.jp/~aimai/wandering.html
四国へ行こう http://www.geocities.co.jp/Bookend-
FAN FAN FAN SITE http://www9.plala.or.jp/bookteria/hennro/hennro3.html
期限付ヘロヘロ遍路旅 http://www.kushima.com/henro/tachibana/
放浪の旅遍路日記 http://www7.ocn.ne.jp/~mimitann/index.html
asashi.com my town 香川 http://mytown.asahi.com/kagawa/newslist.php?d_id=3800025
四国お遍路日記 http://homepage3.nifty.com/shohtaku/newpage3.htm
定年万歳　四国遍路日記 http://www.geocities.jp/mohomura/page003.html#%93y%8D%B2
四国歩き遍路（通し打ちのみ） http://homepage2.nifty.com/khideki7/henro0.htm
コータローの遍路日記 http://www5f.biglobe.ne.jp/~ko-chan/index.html  
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テキストマイニングを行うにあたって大きく 2つのス

テップがある． 

① 文章中の内容をいかにして統計的に分析可能な状態

にするか（自然言語処理（２-(2)）とデータ加工

２-(3)）． 

② 文書中の内容に対してどのような統計的分析が有効

か（マイニング処理）． 

２-(1)で分析に用いたデータ概要を示し，①で示した

データ処理について，本研究で用いた自然言語処理を

２-(2)で，データ加工を２-(3)でそれぞれ示す．②のマ

イニング処理については，３，４章の分析結果において，

処理方法を示す． 

 

(1111)    データ概要 

本研究においてデータ化した遍路体験記の書籍を表‐

1 に，webからの出典を表‐2 に示す．書籍は 8著者 9

冊の本から，web出典については 11の HPからデータを

作成した．これらの遍路体験記から，高知県－愛媛県間

の遍路中のテキストを抽出しデータ化を行った．  

体験記同著者の書籍である「四国遍路<２>修行―土

佐・高知編」と「四国遍路<３>菩提―伊予・愛媛編」

は 1人の体験であるため，本研究で扱う体験者の総数は

19人となる（以降『四国遍路（書籍）』と記す）． 

データ化した体験記のセンテンス，文字数を図‐1 に示

表‐1 テキストデータの出典（書籍） 

表‐2 テキストデータの出典（web） 

図‐1 テキストデータ



 

 

す．文章の選定に際しては，歩いて巡礼を行い，おおよ

そ 1日毎にその日の体験を記しているものを対象にデー

タ化を行った．平均センテンス数：1,562.47 ，平均文字

数：47,363.89 これらのデータについて，言語処理，デー

タクリーニングの上，分析する． 

 

(2222) 自然言語処理 

 自然言語とは，通常我々人間が用いている日本語や英

語などのことを指す．この自然言語を定量的に分析する

技術として形態素解析を説明する 3）． 

 文書データ，特に日本語においては基本的に連続した

文字列で構成されている．形態素解析は，この一連の文

字列を文法的に意味のある単位の構成要素に分割し，各

要素の文法的素性（品詞など）を決定する． 

例えば「土下座しょうかと迷ったくらいだ。」この文

字列を形態素解析すると以下の形態素に分割される． 

土下座(名詞) / しよう(動詞) / か(助詞(格助詞)) / 

と(助詞) / 迷っ(動詞) / た(助動詞) / くらい(形容

詞) / だ(助動詞) / 。(記号) 

ここで形態素というのは，いわゆる単語よりも若干細

かい言語単位である．上記の例では，「迷った」が「迷

っ」という語幹と「た」という助動詞に分けられている．

すなわちこの語幹のように，活用よって変化しない形態

的に安定したレベルの要素が形態素と呼ばれる． 

本研究における形態素解析は『日本語形態素解析シス

テム sen』を使用した．形態素解析では，形態素と品詞

情報を登録した辞書とプログラム内部のアルゴリズムに

よって最適化された形態素が算出される．内部アルゴリ

ズムについては，ユーザーが変更することは容易ではな

い．辞書については目的に応じて容易な変更が可能であ

り，目的に応じて有用な情報を抽出するために適宜辞書

登録をすることで抽出が可能となる．本研究では，遍路

に特有な表現として，名詞 426語の単語を辞書登録，形

態素解析を行った． 

 

(3333) データクリーニング 

 特徴的な単語の抽出，単語間の関連性算出をおこなう．

膨大なテキストデータから重要な単語を抽出するために

データ加工・クリーニングが重要な役割を担う．本件研

究で行ったデータ加工を順に示す． 

・ 分析使用品詞の抽出 

本研究においては，名詞，動詞，形容詞の 3つの品

詞を抽出し分析を行なった．詳しい内訳を表‐3 に

示す． 

・ 分析不要語句の排除 

単語を抽出するにあたり，分析上，意味を成さない形

態素として，「ある」「いる」「する」「す」等， 

  

 

品詞 分類 

名詞 

一般，サ変接続，ナイ形容詞語幹， 

引用文字列，形容動詞語幹， 

固有名詞，接続詞的，代名詞， 

副詞可能 

動詞 自立 

形容詞 自立 

 

 

品詞 統合前 統合後 

名詞 495 136 

動詞 175 59 

形容詞 78 33 

 

  

品詞 種類 総数 

名詞 12,964 116,362 

動詞 2,976 48,313 

形容詞 411 9,037 

 

162の形態素を排除した． 

・ 同意語・類義語の統合 

同じ意味として取り扱われるべき単語の紐付けを行

った．内訳を表‐4に示す． 

これらのデータ加工によって抽出された単語について

分析を行なう． 

 

３３３３. . . . 品詞別単語抽出結果 

  

２章の手順で自然言語処理，データ加工を施し単語を

抽出した．各品詞における単語の内訳を表‐5 に示す．

この内，品詞毎の頻出単語を表‐6に示す． 

以下(1)～(3)で頻出単語について特徴的なものを示し，

考察する． 

 

(1111) 名詞 

名詞における最頻出単語は「遍路」であった．遍路を

旅する文章であるため，当然の結果といえるだろう． 

次にくる単語が「宿」となっている．遍路の旅，一日

の終点となる宿のことは，道中気にかけていることが分

かる．また，宿は著者達がこの文章をつづる場所ともな

っていることも考えられ，旅の拠点として位置づけられ

る単語であるといえる． 

その次が「道路」となっている．遍路道中の出来事の

大半は道の上で起こる．また，その道の状況や変化，風

景によって旅の様相は一転する．道に関する単語として， 

品詞分類はipadic version 2.6.04)による 

表‐3 抽出品詞 

表‐4 同意語・類義語の統合結果 

表‐5 単語の抽出結果 



 

 

 

 

単語 出現回数 単語 出現回数 単語 出現回数

遍路 2,400 歩く 2,769 良い 1,494
宿 1,723 話す 1,942 多い 312

道路 1,623 思う 1,403 早い 258
人 1,363 いう 1,101 長い 244
今 1,165 入る 988 無い 226
心 1,146 出る 945 若い 207
寺 838 見る 917 強い 174
前 724 行く 840 高い 150

自分 616 出来る 695 嬉しい 148
霊場 597 来る 680 美味しい 145
国道 561 見える 540 少ない 144
雨 556 聞く 519 大きい 144
足 553 受ける 490 悪い 141
海 494 至る 478 痛い 137

接待 492 食する 469 有り難い 137
自動車 486 登る 462 広い 129
時間 483 渡る 425 暑い 122

弘法大師 468 進む 414 重い 118
四国 427 泊まる 395 楽しい 110
徒歩 425 解る 381 古い 106
道端 425 考える 340 近い 103

遍路道 422 買う 290 やすい 100
山 421 戻る 281 遅い 100
先 411 持つ 274 深い 98

高知 356 通る 271 軽い 91
本堂 356 向かう 263 新しい 82
女性 348 感じる 259 美しい 82

トンネル 334 書く 259 白い 80
話 332 教える 257 優しい 79
朝 331 打つ 253 明るい 78

動詞 形容詞名詞

 
 

「トンネル」「遍路道」「国道」なども出現回数上位

に入っており，これらの状況，評価をみることで，「歩

き遍路」体験者が下した道路上の景観や整備評価が得ら

れるのではないかと考えられる． 

その他，特徴的な単語として「人」や「接待」「話」

などの交流を連想させる単語，「山」や「海」など視界

に広がる風景を示す単語がみられる．風景を示す単語に

ついては，地域単位でみることで，その地の特徴的な環

境を示すことが考えられる． 

 

(2222) 動詞 

 動詞における最頻出単語は「歩く」であった．遍路を

歩いて旅しているため当然の結果といえる． 

 次いで出現回数の多い単語は「話す」であった．名詞

においても「話」といった単語をみたが，様々な人との

会話をしながら旅路を進んでいる様子がうかがえる． 

 この他，特徴的な単語を挙げると，「登る」「渡る」

「打つ」（遍路においては，札所に参ることを打つと表

現する）「進む」などの旅の行程変化をうかがわせるよ

うな単語，「思う」「考える」「感じる」など思念や感

情の隆起が起こったことを連想させる単語がみられる． 

 

(3333) 形容詞    

 形容詞は文章中で性質・状態を表す．先に挙げた名

詞や動詞に対しする性質・状態を表すため，どんな評価

を下しているのかどんな感情を抱いているのかといった 

 

 

 

表-7 市町村別札所数 

市町村 札所番号 札所数 

室戸市 24～26 3 

安田町 27 1 

香南市 28 1 

南国市 29，32 2 

高知市 30，31，33，34 4 

土佐市 35，36 2 

四万十町 37 1 

土佐清水市 38 1 

宿毛市 39 1 

愛南町 40 1 

宇和島市 41，42 2 

西予市 43 1 

久万高原町 44，45 2 

松山市 46～53 8 

今治市 54～59 6 

西条市 60～64 5 

四国中央市  65 1 

 

指標となる単語の1つとなる． 

 最頻出単語は「良い」であり，次いで「多い」「早

い」「長い」となっている． 

 特徴的な単語をあげると，最頻出の「良い」を含め

「嬉しい」「美味しい」「有難い」「楽しい」「美し

い」「優しい」といった陽への感情隆起を表す単語が数

多くみられる．また「悪い」「痛い」といった負への感

情隆起を示す単語も陽に比して少ないながらもみられる． 

 

４４４４. . . . 思念抽出による市町村の特性把握 

 

(1111) 市町村の紐付け 

高知県－愛媛県における「歩き遍路」は図‐2 に示し

たような 33市町村を通過する（三原村，大月町では，

出現回数で降順（同出現数の場合はあいうえお順）上位30までを表示 

表‐6 頻出単語 

図‐2 「歩き遍路」の通過市町村（高知県－愛媛県） 



 

 

分岐のためどちらかの町村を通過）． 

また，各市町村における札所の所在を表‐7 に示す．

松山市の 8つ，今治市の 6つ，西条市の 5つと札所は都

市部に集中して存在することが分かる． 

ここから，地域毎に記述された体験を分析することで

地域毎での特徴を分析する．『歩き遍路』の記した物事

（感動の隆起や何を見たか）を追うことで，当該市町村

の地域性と客観的な指標が算出できる． 

 ここで問題となるのが，体験記のテキストからいかに

してその体験をした場所（位置情報）を特定するかとい

うことである．遍路体験記は基本的に「日記」である．

そのため時系列に『歩き遍路』が「どこでなにをした」

が書かれている．そこから位置情報を絞り込める． 

本研究では，市町村単位でテキストにフラグを立て分

析を行なう．この際，以下の①～④の処理を行った． 

①市町村リストの作成 

遍路道沿いの市町村リストを作成，これに市町村内の

町丁目，札所，名所など，地域を示す特徴的な単語の

リストを作成し紐付けを行う．今回は，へんろみち保

存協力会編「四国遍路ひとり歩き同行二人[地図編]」
5）を元に市町村内の札所，番外札所，地区名，名所な

どのリストを作成． 

②形態素単位でフラグを立てる． 

市町村リスト内の単語を検索し市町村判定． 

③センテンス内に地域フラグがある場合 

センテンス内の直近前方の「地域フラグ」から判定． 

例）～～A～～B～～（A，B：フラグ） 

文頭からAまでの形態素→「A」 

A以降の形態素→「A」 

B以降の形態素→「B」 

④センテンス内に「地域フラグ」がない場合 

章内の直近前方の「地域フラグ」があるセンテンスか

ら判定． 

これら①～④の処理によって得られた市町村別の文章の

分布を図‐3 に示す（29,687 センテンスの内 27,899のセ

ンテンスが各市町村に判別された）．各市町村における

遍路道の距離が反映されていることも考慮しなければな

らないが，市町村に判別されたセンテンス数をみると，

最も多くのセンテンスが判別されたのは松山市で 3,024

となった．以下順に，西条市，室戸市，今治市，高知市

となった．表‐7 で示した札所の数に比してセンテンス

数が高くなる結果となった．それと共にこれらの地域は

松山市は道後温泉や 51 番・石手寺などの名所を有す．

西条市は 60番・横峰寺や星ノ森など，室戸市であれば，

24 番・最御崎寺や御蔵洞など．これらの市町村の共通

点を考えると，遍路を代表する札所や名所を有している．

判定材料である札所に付随してセンテンス数も増えるこ 
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とは当然ではあるが，「歩き遍路」のその地での体験，

思いが何処で発せられたかを示したこの分布を思念の集

合と考えると，このような結果は，「歩き遍路」体験者

の思念は代表的な札所や名所を有する地域に偏り，局所

集中しているといえる．これら以外の市町村では，「歩

き遍路」は特別な体験を得る機会を持たず，歩くための

空間となっていることが考えられる． 

 

(2222) 単語のカテゴリー化とその分布 

 地域（市町村）の特性を分析するために，抽出され

た単語の内，地域特性を最も端的に表す単語として，風

景を表す単語に着目する．これらの単語は，固有名詞を

多く含み，同じような事柄についての記述であっても表

記による揺らぎが非常に大きい（例えば「海」に関する

単語として「海洋」「海面」「海原」など様々な表現が

抽出できる）．そこで，分析しにあたり，名詞 1,212の 

センテンス数 

図‐3 センテンスの市町村判別結果 



 

 

 

カテゴリー 分類単語数 

気候 144 

花 44 

緑地 195 

宿・休憩所 100 

宗教物・名所 261 

街並み 51 

地表面 66 

道標 14 

海 217 

池・河川 120 

 

単語を表‐8 に示す 10のカテゴリーに分類した（分類

した単語の詳細については付録を参照）． 

10 に分類したカテゴリー単語の出現するセンテンス

数を市町村別に集計し，出現率を算出した結果を図‐4

に示す（対象はセンテンス数 100以上の市町村とした）． 

 各カテゴリー単語の出現率の平均を示すと，気候：

0.054，花：0.006，緑地：0.043，宿・休憩所：0.072，宗

教物・名所：0.092，街並み：0.057，地表面：0.015，道

標：0.007，海：0.023，池・河川：0.020 となった．宗教

物・札所に関する単語の出現率が高く，頻繁に記述され

ている．これらの差をから，地域の特徴をみる． 

南国市では宗教物・名所に関する単語の出現率が高く，

中土佐町，黒潮町，三原村では非常に低い．大月町，東

洋町において，海，地表面に関する単語の出現率が他に

比して高い．四万十市においては，池・河川に関する単

語の出現率が非常に高い．これらの要素は「歩き遍路」

が見た地域を特徴付ける風景となっていることが考えら

れる． 

(3333) カテゴリー単語分布を用いたクラスタリング 

４-(2)で集計した市町村毎のカテゴリー単語の出現率

より，群平均法を用いてクラスタリングを行った．分析

結果を図‐5 に示す．ここで，クラスタ A～Eはデンド

ログラムをＸ-Ｘ’で足きりし，これ以下の階層において

クラスタを形成している市町村を分類したものである．

これら A～Eまでのクラスタの空間分布を色分けして図

‐6 に示す．また，各カテゴリー単語の平均出現率をク

ラスタA～E間で比較した結果を図‐7に示す． 

aaaa) クラスタA 

クラスタAには高知県内の市町 3つが分類された． 

花に関する単語の出現率が高いことが分かる． 

bbbb) クラスタB 

クラスタ Bには愛媛県の市町 6つ，高知県の市 2つと 8

つの市町が分類され最大のクラスタとなった．特徴的な

点として，比較的都市部の地域が多く，これらの地域 
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には数多くの札所が存在することがいえる．また，宗

教物・名所に関する単語の出現率が高く，海に関する単

語の出現率が低い． 

cccc) クラスタC 

 クラスタCには高知県の市町 3つが分類された．いづ

れも海沿いの地域であり，四国を代表する岬である室戸

岬，足摺岬を有する室戸市，土佐清水市が分類されてい

ることは注目できる．カテゴリー単語の出現率をみても，

海，地表面を示す単語の出現率が非常に高く，荒波で切

り立った岩肌の風景や雄大な太平洋の風景を「歩き遍

路」が体験し，何か感じ書きとめていることが分かる． 

dddd) クラスタD 

 クラスタ D には高知県の市町村 4 つが分類された．

花，宗教物・名所に関する単語の出現率が非常に低い． 

eeee) クラスタE 

 クラスタ Eには愛媛県の 4つの市町が分類された．こ

出現率 （カテゴリー単語出現センテンス/センテンス）数 

図‐4 カテゴリー単語の分布 

表‐8 単語のカテゴリー化 
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れらの市町村はいづれも南予地区に位置しており，花，

街並み，緑地の出現率が他のクラスタに比べ高い．また，

Bと同様に海の出現率が非常に低いことが分かる． 

クラスタ B，Eは愛媛県の市町村を中心に構成されて

いることから，高知県に比べ，愛媛県では「歩き遍路」

が海辺から一旦離れてしまい，その風景について感じる

機会が少ないことが分かる． 

     

５５５５. . . . まとめ 

 

(1111) まとめ 

・ 四国遍路の保全・保護，四国地域における特徴的な

町づくりに対する基礎的なアプローチとして，遍路

体験記よりテキストマイニングによって地域特性を

分析した． 

・ 体験記が書かれた内容をもとに文章を市町村に紐付

けした結果，地域単位での文章の分布傾向は局所集

中している．このことから，思念の分布のかたより，

通過するだけの地域の存在が考えられる． 

・ 風景を表す単語をカテゴリー化，市町村別に出現傾

向の分析，これらの結果を用いたクラスタリングに

より類似地域の算出を行った． 
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・ この結果，東洋町，室戸市，土佐清水市，大月町に

おける海，地表面という風景要素の顕著な出現傾向，

知県に比べ，愛媛県では「歩き遍路」が海に接見し，

その風景について感じる機会が少ないなど，地域特

性がみられた． 

(2222) 今後の課題 

・ 本研究においては愛媛県-高知県の範囲において分

析を行なったが，四国全土への対象範囲の拡大と，

体験記データのさらなる蓄積が必要である．  

・ 本研究では，大きく10のカテゴリーに単語を分類し

た．しかしながら単語の意味構造は細かく階層構造

となっておりさらに地域別に特性を把握するために

は，地域毎にカテゴリー内の細かな単語の傾向をみ

る必要がある． 
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図‐6 クラスタの分布 

図‐7 クラスタのカテゴリーシェア 

図‐5 クラスタリング結果 



 

 

付録 

付表 単語分類表
カテゴリー 単語

火，お天気，しだれ，せせらぎ，そよ風，ちぎれ雲，にわか雨，びしょ濡れ，一雨，雨，雨ざらし，雨だれ，
雨雲，雨脚，雨後，雨降り，雨上がり，雨水，雨足，雨中，雨滴，雨天，雨風，雨粒，雨露，雲，雲海，雲間，
雲行き，炎天，炎天下，遠望，花火，霞，快晴，寒風，気温，季節，空，空気，空模様，月光，光，高曇り，
豪雨，轟音，黒雲，三日月，散乱，残雪，時雨，湿度，秋空，秋月，秋晴れ，渋滞，春雨，春風，初日の出，
小雨，少雨，上空，吹雪，星，星空，星明り，晴，晴れ，晴れ間，晴天，青空，静寂，積雪，雪，雪化粧，
雪景色，雪合戦，雪崩，早春，霜，霜柱，騒音，太陽，太陽熱，台風，大雨，大空，地雨，朝焼け，朝霧，
朝靄，追い風，泥水，天，天の川，天気，天候，土砂降り，突風，曇，曇り空，曇天，日なたぼっこ，日の出，
日蔭，日陰，日向，日向ぼっこ，日射し，日当たり，日没，入道雲，濃霧，排気，薄曇，飛行機雲，微風，風，
風雨，風光，風情，暴風雨，満月，霧雨，霧氷，木枯らし，木漏れ日，夜空，夜明け，夜露，夕闇，夕焼け，
夕日，陽，陽炎，陽光，陽射し，雷，雷雨，雷鳴，嵐，流れ星，流星，涼風
アジサイ，お花，お花畑，コスモス，さくら，シャクナゲ，タンポポ，チューリップ，ツツジ，ツバキ，つぼみ，
バラ，ヒマワリ，フリージア，ボケ，レンゲ，牡丹，花，花びら，花見，花吹雪，花盛り，花壇，花弁，花房，
菊花，菜の花，桜，桜並木，山桜，石楠花，草花，椿，桃，藤，藤棚，八重桜，彼岸桜，蕗，末摘花，満開，
薮椿，葉桜，籐
木，イチョウ，お山，ケヤキ，シダ，しだ，ススキ，たんぼ，つくし，ひと山，ペンペン草，もみじ，ヨモギ，粟，
一つ山，一山，一本木，稲穂，遠山，下草，果樹，花梨，芽，海草，街路樹，柿の木，柿畑，幹，観葉植物，丘，
丘陵，巨木，栗山，畦，古木，孤島，枯れ枝，枯れ草，枯れ葉，広葉樹，紅葉，高原，高山，黒竹，菜園，榊，
雑草，雑木，雑木林，山，山あい，山の下，山の上，山陰，山越え，山奥，山岳，山間，山峡，山菜，山際，
山々，山手，山上，山裾，山側，山村，山中，山頂，山肌，山腹，山並み，山歩き，山脈，山毛欅，山林，山麓，
四国山地，枝，篠竹，芝，芝生，芝草，若草，若葉，樹，樹木，樹林，小山，小島，松，松の木，松並，松葉，
松林，照葉樹，植え込み，植樹，植物，植木，植木鉢，植林，新緑，森，森中，森林，深山，水栽培，水草，
水田，杉，杉山，杉並，杉木，杉林，生け垣，青草，石鎚山脈，双葉，草，草刈り，草取り，草地，草木，草葉，
草鞋，造園，苔，大自然，大樹，大杉，大木，棚田，段々畑，竹，竹の子，竹林，庭木，田，田んぼ，田植え，
登山，倒木，島山，楠，葱坊主，農園，農耕，白樺，畑，尾根，尾根伝い，枇杷，苗木，楓，並木，峰，峰々，
峯，蔓，名木，茂み，木の下，木の芽，木の間，木の根，木の実，木の葉，木陰，木肌，木々，木立，野，野草，
薬草，薮，羊歯，葉，葉陰，落ち葉，落葉，落葉樹，裏山，里山，立ち木，稜線，林，林業，林立，連山，老木，
檜，檜山，藪，槇
あいの里，あけぼの，カフェ，コンビニ，サウナ，サニーマート，サンクス，ジョイフル，スーパー，
スーパーマーケット，ダイエー，トイレ，ドライブイン，バー，パーキング，パークホテル，バス停，
ファミリーレストラン，ベンチ，ポプラ，モーテル，ヤマザキ，ユースホステル，リバー，ローソン，
ログハウス，ロッジ，ろんどん荘，旭屋，安宿，伊与喜，一里木，飲み屋，運動公園，園地，屋，屋台，温泉，
花屋，臥龍山，学校，勧商場，館，丸米，丸和，亀屋，喫茶店，居酒屋，京屋，玉屋，五味鳥，公園，広場，山荘，
酒屋，宿，宿舎，宿所，宿場，商店，松屋，場所，常宿，食堂，水鏡，水車，水族館，清月，洗い場，銭湯，
善根宿，待合室，茶屋，茶居夢，茶店，鳥屋，展望，店，店名，田子，渡し場，嶋屋，南城，二十三士温泉，
売店，富屋，風呂屋，別荘，遍礼屋，便所，無料宿，木賃宿，柳屋，竜宮，龍山，旅籠，露天風呂，露店，
和霊公園，饅頭屋
お釈迦様，愛宕山大師堂，安楽寺，安善寺，庵，井戸寺，一ノ宮，一の宮，一草庵，稲荷，稲荷宮，
臼井御来迎，雲辺寺，栄福寺，永徳寺，永福寺，永平寺，円明寺，延光寺，延命寺，於久万大師，奥の院，
奥前神寺，横峰寺，恩山寺，海食，楽水大師堂，鎌大師，鎌大師堂，観音寺，観自在寺，観世音菩薩，岩屋，
岩屋寺，岩不動，岩本寺，吉祥寺，宮，虚像，魚寄せ地蔵，教会，興隆寺，極楽寺，琴ヶ浜，金剛頂寺，
金剛福寺，金泉寺，景勝，月山，月山神社，古寺，古墳，五重の塔，五重塔，五輪塔，御厨，御厨人窟，
御蔵洞，御堂，護摩堂，光明寺，庚申堂，香園寺，国分寺，今大師，今大師寺，最御崎寺，祭壇，札掛大師，
札掛大師堂，三角寺，三福寺，山の寺，山寺，山伏，山門，史跡，子安地蔵，寺，寺の前，寺社，寺前，寺門，
捨身ヶ嶽禅定，社殿，種間寺，十夜，十夜ヶ橋，出釈迦寺，出石，松尾大師堂，鐘，鐘楼，城，城跡，城壁，
浄土寺，浄瑠璃寺，真念庵，神域，神宮寺，神恵院，神社，神体，神殿，神峯寺，人柱，仁王門，星ノ森，
清水大師，清澄寺，清滝，清瀧寺，生木，聖域，聖地，聖堂，西寺，西林寺，青年大師，青年大師像，青木地蔵，
青龍，青龍寺，石寺，石手寺，石像，石槌山，石鎚，石鎚山，石鎚神社，石仏，雪渓，雪蹊寺，仙遊寺，仙龍寺，
千人宿大師堂，前神寺，善楽寺，善光寺，善通寺，善法寺，禅師峰寺，総本山，草庵，送迎庵，卒塔婆，太山寺，
太子堂，太龍寺，泰山寺，大観峰，大興寺，大窪寺，大師堂，大善寺，大鳥居，大日寺，大文字山，大宝寺，
地蔵，地蔵堂，竹林寺，長尾寺，鳥居，津照寺，椿堂，釣り鐘，釣鐘，鶴林寺，天狗岳，天守閣，東光寺，東寺，
東洋大師，藤井寺，踏み石，闘牛，堂，堂の前，堂山大師堂，堂前，道引大師，道祖神，銅像，南光，南光坊，
尼寺，納経所，馬の背，俳海庵，廃寺，白山洞，八坂寺，八幡，八流山極楽寺，繁多寺，不動岩，不動尊，
不動明王，夫婦岩，伏越の鼻，仏像，仏足石，仏堂，仏木，文殊院，平等寺，別院，別当寺，遍照院，墓，墓場，
墓石，墓地，墓標，菩提寺，宝厳寺，宝寿寺，宝物殿，宝篋印塔，牧野植物園，本尊，本殿，本堂，本堂山，
槙谷，末寺，妙雲寺，名所，明寺，明神，明星ヶ丘，明石寺，網掛石，木像，野根大師，弥山，薬王寺，薬師如来，
柳水庵，柳水大師，淀ヶ磯，淀ケ磯，竜光寺，竜神，竜灯，龍光，龍光院，龍泉寺，霊園，霊山，霊山寺，霊場，
霊峰，蓮乗寺，六角堂，佛海庵，佛木寺，梵鐘，祠
アーケード，あずま屋，アパート，お家，お宅，ガソリンスタンド，コンクリート，ダム，テレビ塔，ドーム，
ネオン，ハウス，はしご，バスターミナル，ビル，ビルディング，プラットホーム，プラネタリウム，プレハブ，
ポスト，マンション，メーンストリート，ロープウェー，愛媛大学，伊予鉄，一軒家，宇和島東，雨戸，映画館，
駅舎，堰堤，縁側，縁台，屋根，屋敷，家，家屋，家々，家構え，家並み，会館，会社，海鼠壁，外套，外灯，
街，街なか，街角，街灯，街並，街並み，垣根，格子，格子戸，瓦屋，瓦葺き，瓦礫，鬼瓦，旧宅，漁協，漁港，
魚屋，金網，銀行，刑務所，鶏舎，劇場，建て，建築，建物，軒，軒下，軒先，護岸，鯉幟，交番，工業団地，
工場，杭，校舎，校門，港，鉱山，高校，高床，高知大，高知大学，高知放送，砂防，作業場，柵，三軒，山家，
山小屋，四国銀行，四国電力，支店，施設，資料館，歯科医，事務所，自家，自販機，質屋，車庫，酒蔵，集落，
住友大阪セメント，出光，署，書店，女子高，女子大，商家，小屋，松下寿電子工業，焼き場，乗り場，信号，
新駅，新築，人家，人里，図書館，水屋，正門，生家，石垣，石材，石造り，倉庫，蔵，造船，村役場，体育館，
体育館前，大街道，大学，大使館，大門，宅地，鍛冶屋，団地，地方銀行，中学校，中庭，朝市，町中，町並，
町並み，長屋，長屋門，堤防，庭，庭石，庭先，邸，鉄筋コンクリート，鉄塔，電線，電柱，電灯，土蔵，塔，
東屋，棟，灯台，灯篭，豚舎，内庭，南宇和高校，肉屋，日銀，入母屋，納屋，農家，農機具，波止場，廃屋，
廃家，廃墟，売場，博物館，白壁，八百屋，板張り，避雷針，美術館，病院，敷居，物件，塀，平屋，壁，別棟，
保育園，母屋，防波堤，本屋，民家，問屋，門，門口，門構え，門前，門柱，役所，役場，薬屋，薬局，洋館，
要塞，流通センター，隣家，煉瓦，路地，藁葺
土，カルスト，ぬかるみ，海岸線，崖，岸壁，岩，岩の上，岩窟，岩穴，岩床，奇岩，巨岩，凝灰岩，傾斜地，
穴，穴ぐら，御影石，荒れ地，荒磯，砂地，砂漠，砂礫，石山，石柱，赤土，絶壁，対岸，大岩，谷，断崖，
断崖絶壁，地形，地層，地面，通り岩，泥，土砂，土砂崩れ，土石流，土塀，洞，洞窟，飛び石，表土，敷石，
防空壕，防砂，岬，乱礁，陸地

気候

花

街並み

緑地

宗教物・名所

宿・休憩所

地表面

 
道標 のぼり，ポスター，歌碑，看板，信号機，石塔，石碑，赤信号，短冊，道案内，標，標示，標識，立て札

サーフィン，さざ波，ホエールウオッチング，宇和海，遠浅，遠洋，横波，沖，沖合，海，海沿い，海岸，
海水浴，海賊，海底，海道，海鳴り，海嘯，外洋，干潮，岸，漁，漁船，桂浜，航海，荒海，荒波，高潮，
高波，黒潮，桟橋，珊瑚，汐，舟，渚，色浜，深海，西海岸，青海原，絶海，大波，大陸棚，暖流，潮，津波，

釣り，渡海，島々，東海岸，灘，入り江，入江，波，波間，波乗り，波打ち際，波頭，波浪，白波，
補陀洛渡海，豊後水道，満ち潮，来島海峡，臨海，浪，燧灘

しぶき，プール，鮎喰川，安田川，伊予寒川，伊与木川，井戸，宇和川，烏川，下ノ加江川，下川口，
下田の渡し，下田川，下流，加茂川，河，河原，河口，河川，河川敷，河畔，海部川，寒川，菊川，吉野川，

吉良川，久万川，急流，窪川，渓谷，渓流，湖，湖面，後川，江川，溝，肱川，国分川，黒川，四万十川，支流，
重信川，小川，小田川，松田川，上流，寝屋川，新川，新荘川，深川，神田川，仁淀川，壬生川，須ノ川，
水しぶき，水たまり，水引，水辺，水面，水遊び，水流，水溜まり，水路，清水，清水川，清流，川，川べり，

川越し，川縁，川音，川下，川岸，川原，川原石，川床，川船，川中，川底，川登，川之江，川幅，川面，泉，
浅川，疏水，僧都川，蒼社川，大河，大川，大川橋，大谷川，大谷池，滝，沢，濁流，池，中筋川，中山川，滴，

渡し舟，渡川，頓田川，奈半利川，日和佐川，白滝，父野川，淵，物部川，牟岐川，名水，面河川，野根川，

有井川，湧き水，涌き水，用水，用水路，立川，霊泉

池・河川

海
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THE SPECULATION PATTERN ANALYSIS THAT WAS BASED ON A WALK 

EXPERIENCE OF THE HENRO 

 

Eiji HATO, Gohei NAGAWA and Masahiro KAMEDA  

 
  Recently, Shikoku Henro attracts attention with the increase of the pilgrim and a surge of the 

maintenance awareness. I used textmining which used a description of pilgrim experience of the "walk 

pilgrim" experient and performed local characteristic analysis. I do it with a policy of maintenance and 

the protection of the Shikoku Henro and fundamental judgment materials for the making of local gusset 

concerned. 

表‐9 単語の分類一覧 
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